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年以上にわたって
高知市の医療を支える

50

　川村病院は高知県の中心・高

知城から約 2km離れた高知市

上町に1964 年、先代の川村健

一院長が開業した。23 床から

77 床とし、50 年以上にわたり

地域医療を支えている。現院長

の佐野修一氏は二代目となる。

　先代の川村院長は当時最先

端の胃カメラを導入しただけで

なく往診も快く引き受け、当代

の佐野院長も経鼻内視鏡をいち

早く取り入れ、在宅患者を支え

るために「デイサービスはる風」

「居宅介護支援センター」「訪問

看護ステーションかがみ川」を

運営している。開業時から職員

に浸透させてきた「心のかよっ

た質の高い病院であること」の

追求を大きな目標とし、法人全

体で大事に引き継いでいる。

町苦
く ら ぶ

楽部」でつなぐ
世代間ネットワーク

「上

　一方で、緊急の患者は高知医

療センターや高知赤十字病院な

どを紹介し、その際に、佐野院

長が高知県立中央病院（現医療

センター）や高知大学に勤務して

いたことから、面識のあるドク

ターに紹介することもある。

　地域医療のネットワークを維

持するためのコミュニケーショ

ンに役立っているのが、高知

市上町地区を中心とした「上町

苦
く ら ぶ

楽部」。会員は病院やクリニッ

クの医師 40 人ほどで、月1 回

の会合はレクチャーもあるが基

本的にはフランクな飲み会で、

佐野院長も3カ月に1回ほど参

加してつながりをつくっている。

佐野院長ら第 2 世代に加え、今

は第 3 世代にまで医師同士のつ

ながりが広がってきている。

「変わるにかあらん*」時代に
必要とされる医療を
提供し続けるために

ホームページトップ。左下に注目。「院長のこぼれ話」は患者さんとの話題にもなる、佐野
院長のブログコーナー。最新は第 491 話！　右下「山歩き情報」も興味深い

※「変わるにかあらん」は、土佐弁で「変わるにちがいない、変わるだろう」という意味。
元をただせば古語に由来する言葉。佐野院長のブログでも紹介されている。

■所在地　高知市上町 5 丁目 6-20
■理事長　佐野　久美子
■院　長　佐野　修一
■診療科　�内科、消化器内科、循環器内科、�

糖尿病内科、外科、心療内科
■関連施設
　デイサービスはる風、居宅介護支援センター、
　訪問看護ステーションかがみ川

医療法人川村会 川村病院　概要

12 月から事業開始予定の看護小規模多機能型居宅
介護事業所の外観パース
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院長　佐野　修一 氏

高知市生まれ。1986 年自治医科大学卒業。高知県
立宿毛病院勤務後、高知大学大学院入学（第一内科）。
1993 ～ 1995 年米国ニュージャージー州立医科歯科
大学リサーチセンター留学、1994 年高知大学大学院
博士課程修了（医学博士）、1995 年高知大学医学部第
一内科助手、1997 年土佐市立土佐市民病院内科医長
などを経て、1999年川村病院副院長、2009年同院長。
日本消化器内視鏡学会指導医、日本消化器病学会専門医、
日本内科学会認定医、ヘリコバクター学会認定医

材の確保・定着に向け
奨学金制度も

人

　人材の確保難は川村病院も

例外ではなく、特に看護師はハ

ローワークからの紹介が減るな

どなかなか厳しい状況。ハロー

ワークや紹介会社に頼らない方

法の一つとして、看護学生向け

の奨学金制度も採用しており、

現在は 3人が利用している。ま

た、高校での説明会や病院見

学会を実施している甲斐もあり、

良い人材の応募もある。

要とされる医療を
変わらず提供するために

必

　川村病院は隣接地での建替

え計画が進行中で、今冬から工

事が始まる予定だ。建替え計画

について佐野院長は、「古い部

分もある建物で、職員の動線が

複雑だったり、手狭になってき

たところもあり、以前から考えて

いました。ただ、現在地での建

替えとなると休業しなければな

らない。そこがネックでしたが、

隣の土地をタイミング良く取得で

きたので、まず広がった土地に

新しい病院を建て、そこで診療

しながら旧院を壊して新しいも

のにする計画です」と話す。土

地の確保では医業経営コンサル

タントからのアドバイスもあった

とのこと。

　新病院の建設に先行して、新

たな事業計画も進行中だ。「こ

れまでのデイサービスを看護小

規模多機能型居宅介護事業所

として近隣に移設します。スタッ

フも増え、いろいろと刷新され

ますが、変わらぬ温かい雰囲気

になるようにしたいですね」と新

事業への抱負を述べられた。

　医業経営コンサルタントのサ

ポートの中心は税務。「財務は

わかっても税務はよくわからな

いところがあり、いつも相談し

ています。また、職員の雇用形

態や休日、給与など、最新情報

を教えていただけたら助かりま

す。そして、息子が研修医 2 年

目ですが、将来の継承について

もアドバイスをいただきたい」と、

医業経営において多岐にわたる

的確な情報提供や助言に期待

を示された。

　最後に佐野院長は、「現在も

そうですが、消化器を中心に守

備範囲の広い診療を提供し続

けたいです。どんな診療が求め

られているかは様々な患者さん

を誠意をもって診ていくことで

察せられます。たとえば、ピロ

リ菌の除菌をした方や、もともと

ピロリ菌のいない方の胃には胃

内視鏡で見つけにくいがんもあ

るので、そちらにも力を入れて

いきたいし、高齢社会が進む中

で誤嚥性肺炎や認知症の問題

もあります。いずれにしろ、こ

れからは患者さんに選んでいた

だける病院でなければなりませ

ん。時代の変化に対応して当院

も少しずつ変わりながら、地域

の方々に喜んでいただける医療

を提供できれば」と展望を語ら

れた。経鼻内視鏡を駆使することはもちろん、患者さんと向き合いじっくり話を聞く
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